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で
（
先
着
順
）。

■問 
印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館
（
緯
碓99 
0

0
0
2
・
胃
碓99 
2
2
2
3
・
■メール siry

o
u
k
an
@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

夏
の
お
わ
り

「
こ
わ
～
い
は
な
し
」
の
お
は
な
し
会

　
想
像
を
か
き
た
て
ら
れ
る
「
こ
わ

い
は
な
し
」
を
夏
休
み
最
後
の
思
い

出
に
い
か
が
で
す
か
。

■時 
8
月
　
日
画
・
午
後
2
時
　
分
～

29

30

（
開
場
2
時
　
分
～
）。

20

■場 
小
倉
台
図
書
館
・
集
会
室
。

■内 
素
話
し
な
ど
。

■対 
小
学
生
。

■定 
　
人
。

25
■費 
無
料
。

■申 
当
日
先
着
順
。

■問 
小
倉
台
図
書
館（
緯
碓47 
5
5
1
1
）。

大
森
図
書
館
　
周
年
記
念
事
業

20

武
田
美
穂
講
演
会

　
絵
本
作
家
の
武
田
美
穂
先
生
を
お

迎
え
し
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
～
（
開

27

場
1
時
　
分
～
）。

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
2
階
多
目
的
室（
大
森
）。

■内 
講
演
会
と
サ
イ
ン
会
。

噛
講
師
…
 武
田
美
穂
 氏
（
絵
本
作

た
け
だ
み
ほ

家
）。

■対 
一
般
。

■定 
1
0
0
人
。

■費 
無
料
。

■他 
当
日
は
図
書
の
販
売
は
行
い
ま
せ

ん
。
事
前
に
図
書
を
用
意
し
て
会
場

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
サ
イ
ン
は

一
人
一
冊
の
み
で
す
。

■申 
8
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
各

16

図
書
館
窓
口
で
整
理
券
配
布
（
先
着

順
）。

■問 
大
森
図
書
館
（
緯
碓42 
8
6
8
6
）。

平
成
　
年
度

26

「
企
画
提
案
型
協
働
事
業
」
公
開
審
査
会

　
市
で
は
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

「
企
画
提
案
型
協
働
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
市
民
活
動
団
体
か
ら

企
画
提
案
い
た
だ
い
た
事
業
の
公
開

審
査
会
（
第
2
次
審
査
）
を
開
催
し

ま
す
。
専
門
性
や
創
造
性
な
ど
の
特

性
を
活
か
し
、
市
と
の
協
働
を
目
指

す
市
民
活
動
団
体
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■時 
8
月
　
日
画
・
午
後
2
時
～
（
受

22

け
付
け
1
時
　
分
～
）。

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■定 
　
人
。

20
■申 
当
日
先
着
順
。

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班
（
緯
内
線
3
4
5
・
■メール sim

in
k
a

tu
d
o
u
＠
city
.in
zai.lg

.jp

）。

資
料
館
講
座

「
明
治
　
年
代
の
下
総
台
地
の
 薪
炭
林
化
 」

し
ん
た
ん
り
ん
か

10

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
～
4
時
。

14

■場 
印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館
学
習
室

（
岩
戸
1
7
4
2
）。

■内 
明
治
　
年
代
に
作
成
さ
れ
た
迅
速

10

測
図
は
当
時
の
土
地
利
用
が
分
か
る

地
図
で
す
。

　
当
時
の
土
地
利
用
を
読
み
解
き
、

歴
史
地
理
か
ら
印
西
の
歴
史
を
学
び

ま
す
。

噛
講
師
…
 白
井
豊
 氏（
千
葉
県
立
中

し
ら
い
ゆ
た
か

央
博
物
館
主
席
研
究
員
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
無
料
。

■申 
8
月
　
日
画
・
午
前
9
時
か
ら
印

15

旛
歴
史
民
俗
資
料
館
窓
口
、
電
話
、

F
A
X
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま

平成２６年（２０１４）8月15日号（2）

を
平
成
　
年
3
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

22

　
こ
の
計
画
で
は
、　
の
基
本
施
策

12

を
定
め
、
実
現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
個
別
施
策
や
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
施
策

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
平
成
　
年
度

25

の
個
別
施
策
の
実
施
状
況
お
よ
び
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
学
識
経

験
者
や
子
育
て
に
関
わ
る
各
種
団
体

の
代
表
な
ど
外
部
の
み
な
さ
ん
で
構

　
市
の
子
育
て
支
援
施
策
を
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
に
印
西
市
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
（
後
期
計
画
）

胸平成25年度の主な施策の実施状況および平成26年度の取組目標胸
平成26年度目標平成25年度実施内容施策の取組み内容個別・施策名

　平成26年4月に小倉すくすく保育
園が開園し、平成26年11月には（仮
称）草 深 こ じ か 保 育 園 お よ び
BIGHOP内認可保育園が開園予定と
なっており、施設整備・非常勤保育
士の随時募集・定員の弾力化などに
より待機児童対策を進めて行く。

　家庭的保育事業の実施、私立保育園の
定員変更、非常勤保育士の随時募集、定
員の弾力化などにより待機児童解消に努
めたが、10月1日現在で待機児童は186
人となり、年度末には276人を数えた。
平成26年3月にスマイル保育園が開園
し、保育の受け皿の拡大が図れた。

　千葉ニュータウン中央駅周辺
および印西牧の原周辺の開発に
伴い人口の増加が見込まれるた
め、今後とも定員の弾力化など
で対応するとともに、保育園の
実施か所数などを見直し、待機
児童ゼロに努めていきます。

通
常
保
育

　中学校3年生までの医療費の
（全部または一部）を助成すること
により、子どもの保健対策の充実、
保護者の経済的負担の軽減を図る。

　中学校3年生までの医療費の（全部ま
たは一部）を助成することにより、子ど
もの保健対策の充実、保護者の経済的負
担の軽減の一助となった。台帳登録状況
　14,418人（98.67％）平成24年12月
1日より中学校3年生まで対象を拡大。

　子どもの保健対策の充実およ
び保護者の経済的負担の軽減を
図るため、子どもの医療に要す
る費用を負担する保護者に、当
該費用の全部または一部を助成
していきます。

子
ど
も
医
療
費

　
　
　
助
成
事
業

　引き続き、事業の周知を推進し、
対象者の生活支援を行う。

　育児・家事などを必要とする世帯に
ホームヘルパーを派遣することにより、
精神的肉体的負担を軽減し、生活支援の
一助となった。利用者、利用回数も増加
している。実利用人数42人（利用日数
195日、利用回数254回、利用時間411
時間）。

　一時的に家事、育児などの支
援が必要な家庭に対し、ホーム
ヘルパーを派遣することにより、
保護者と児童の生活の安定を図
り、ゆとりある子育てを支援し
ます。　

子
育
て
ヘ
ル
プ

　
   サ
ー
ビ
ス
事
業

　子育てに関する講習の実施、相談、
情報の提供、助言を行う。地域子育
て支援事業（一般型16カ所）・中央
駅前地域交流館子育てルーム・小林
子育て支援センター・西の原保育園
こあら・滝野子育て支援センター・
山ゆり保育園子育て支援センター・
こぎつねコンタの広場・わくわくぽ
かぽか広場・そうふけつどいの広
場・しおんひろば・みんなのおへや・
マメタのぽんぽこ広場・かんがるー
広場・さくら広場・小倉すくすく保
育園（新設)・草深こじか保育園
（新設）・BIGHOP内保育園（新設）。

　子育てに関する講習の実施、相談、情
報の提供、助言を行った。地域子育て支
援事業（一般型13カ所）・中央駅前地
域交流館子育てルーム・小林子育て支援
センター・西の原保育園こあら・滝野子
育て支援センター・山ゆり保育園子育て
支援センター・こぎつねコンタの広場・
わくわくぽかぽか広場・そうふけつどい
の広場・しおんひろば・みんなのおへ
や・マメタのぽんぽこ広場・かんがるー
広場・さくら広場。

　地域の子育て支援機能の充実
を図るため、乳幼児およびその
保護者が相互の交流を行う場所
を中学校区に開設し、子育てに
関する講習の実施、相談、情報
の提供、助言を行います。また、
より重点的な支援が必要と判断
された子育て家庭に対して、関
係機関との連携・協力により当
該家庭へ訪問し、子育ての不安
などを緩和し、子どもの健やか
な育ちを促進していきます。近
郊公園や公共施設に出向いて親
子交流活動も行っていきます。

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

 後
期
計
画
の
実
施
状
況
な
ど
を
公
表

 印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印
西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世
代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計

西
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

講
座
・
催
し

パート英

木下河岸の歴史を学木下河岸の歴史を学ぶぶ

　明治24年築の歴史空間で木下河岸と江戸日本橋に至る舟運
の歴史を学びませんか。
■時 臼9月21日蚊「下利根川通り木下河岸」　
渦10月19日蚊 「印西の街に残る歴史的建造物」
嘘11月16日蚊「蒸気船からみる木下の明治」
唄12月21日蚊「木下・六軒水辺の歴史」
※講座テーマは予定。
いずれも午前10時～正午（全4回）。
■場 吉岡まちかど博物館2階「寺子屋吉岡」（木下1484）。
※駐車場有り。JR木下駅徒歩12分。ふれあいバスコスモスセ
ンター前下車徒歩2分。
■定 10人。
■費 各回500円（資料代
など）。
■申 ８月１５日画から直接下
記へ（先着順）。
■問 木下まち育て塾・宇
野（■携 090－ 2540－
4778・■メール machijuku@g
mail.com■ＨＰ http://kioro
shimachijuku.web.fc2.com/）。
※本事業は生涯学習課との協働事業です。
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▲木下の繁栄を伝える歴史的建造物

成
さ
れ
る
印
西
市
次
世
代
育
成
支
援

対
策
地
域
協
議
会
に
お
い
て
、
個
別

施
策
の
内
容
を
協
議
・
検
討
し
ま
し

た
。
　
協
議
会
で
協
議
・
検
討
し
た
主
な

施
策
の
実
施
状
況
お
よ
び
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
左
上
表
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

各
施
策
や
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

■問 
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

（
緯
内
線
2
4
4
）。

▲一昨年のおはなしの様子

▲平成25年度の公開審査会の様子

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例


